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1
(1) 下のデータは，5人の生徒に 10点満点のテストを行い，得点を小さい順に並べたものである。

3, 4, 6, 7, 10

このデータの平均値は 1 であり，分散は 2 である。

(2) 白玉 3個と赤玉 7個が入った袋から，3個の玉を同時に取り出す。取り出された 3個の玉が，すべて赤玉であ

る確率は 3
4 5

であり，白玉 1個と赤玉 2個である確率は 6 7
8 9

である。

(3) 等差数列 1, 5, 9, . . . について，項が初めて 50 より大きくなるのは第 10 11 項であり，初項から
その項までの総和は 12 13 14 である。

(4) π

4
< θ <

π

2
を満たす角 θ について cos θ + sin θ = 3

√
5

5
が成り立つとき，sin 2θ = 15

16
であり，

sin θ =
17

√
18

19
である。

(5) 方程式 9x − 9 · 3x + 20 = 0 の実数解を小さい順に α, β とおくと，(√
3
)α = 20 ，27β = 21 22 23 である。

(6) BC = 5, CA = 6, AB = 7 の △ABC について，面積は 24
√

25 であり，辺 BC に接する傍接円

の半径は
26

√
27

28
である。

　

A

B C

(7) (xy + x + y)11 を展開し，同類項をまとめて整理した多項式において，項の総数は 29 30 であり，
x3y10 の項の係数は 31 32 33 である。
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解答
(1) このデータの平均値は

x = 1
5

(3 + 4 + 6 + 7 + 10) = 6

である。 分散は各データの値と平均値の差（偏差）の 2乗の平均であるので，

1
5

{
(3 − 6)2 + (4 − 6)2 + (6 − 6)2 + (7 − 6)2 + (10 − 6)2

}
= 6

である。

(2) 10個の玉から 3個取り出す組み合わせの総数は 10C3 = 120 通りである。
(i) すべて赤玉となるのは，7 個の赤玉から 3 個選ぶ場合で，7C3 = 35 通りである。よって，求める確率は

35
120

=
7

24
である。

(ii) 白玉 1個と赤玉 2個となるのは，3C1 · 7C2 = 3 · 7 · 6
2 · 1

= 3 · 21 = 63 通りである。よって，求める確率は
63
120

=
21
40

である。

(3) この数列の一般項を an とすると，初項 1，公差 4 であるから， an = 4n − 3 である。 4n − 3 > 50 を解く
と，4n > 53 より n > 13.25 となる。ゆえに，初めて 50より大きくなるのは第 14項である。 次に，初項から
第 14項までの総和 S14 は，

S14 = 14
2

(a1 + a14) = 7 {1 + (4 · 14 − 3)} = 378

である。

(4) cos θ + sin θ = 3
√

5
5

の両辺を 2乗すると，

cos2 θ + 2 sin θ cos θ + sin2 θ = 9
5

1 + sin 2θ = 9
5

より，sin 2θ =
4
5
である。よって，  cos θ + sin θ = 3

√
5

5
sin θ cos θ = 2

5

であることから，2解 sin θ, cos θ をもつ 2次方程式を考えると，

x2 − 3
√

5
5

x + 2
5

= 0 ⇐⇒
(√

5x − 2
) (√

5x − 1
)

= 0

であるから，これを解いて x = 2√
5

,
1√
5

π

4
< θ <

π

2
であることから，sin θ > cos θ より sin θ = 2√

5
=

2
√

5
5

である。
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(5) 3x = t (t > 0) とおくと，
t2 − 9t + 20 = 0

(t − 4) (t − 5) = 0

t = 4, 5

である。 α < β より，3α = 4, 3β = 5であるため

(
√

3)α =
(

3 1
2

)α

= (3α)
1
2 =

√
4 = 2

27β =
(
33)β =

(
3β

)3 = 53 = 125

(6) ヘロンの公式を用いる。

s = 5 + 6 + 7
2

= 9

求める面積 S は
S =

√
s(s − a)(s − b)(s − c)

=
√

9(9 − 5)(9 − 6)(9 − 7)

=
√

9 · 4 · 3 · 2

= 6
√

6

この円の半径は傍接円の半径 ra とすると，傍接円の半径 ra と面積 S の間には，関係式 S = 1
2

ra(b + c − a)

が成り立つことより
6
√

6 = 1
2

ra(6 + 7 − 5)

ra = 6
√

6
4

=
3

√
6

2

注釈

傍接円の半径に関する公式の証明は次のようになる。内接円の半径に関する公式 S = 1
2

r(a + b + c) を導出
する方法と同様である。

　

ra

ra

ra

A

B C

Ia

c b

a

三角形 ABC において，BC = a, AC = b, AB = c とし，面積を S とする。
辺 BC 側の傍心を Ia，傍接円の半径を ra とするとき，以下の関係式を証明する。

S = 1
2

ra(b + c − a)
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三角形 ABC の面積 S は，傍心 Ia を頂点とする 3つの三角形 △IaAB, △IaAC, △IaBC の面積を用いて次の
ように表すことができる。

S = △IaAB + △IaAC − △IaBC

傍心 Ia から各辺（またはその延長線）に下ろした垂線の長さは，すべて傍接円の半径 ra に等しい。これらを各
三角形の高さと考えると，それぞれの面積は以下のように表される。

△IaAB の面積 : 1
2

· c · ra，△IaAC の面積 : 1
2

· b · ra，△IaBC の面積 : 1
2

· a · ra

これらを面積の式に代入すると，

S = 1
2

cra + 1
2

bra − 1
2

ara

= 1
2

ra(c + b − a)

したがって，
S = 1

2
ra(b + c − a)

が成り立つ。

注釈
A，Ia から辺 BCに下ろした垂線の足をそれぞれ D，Eとし，線分 AIa と辺 BCの交点を Fとして，△ADF

と △IaEFの相似を用いて，傍接円の半径を求めてもよい。傍接円と接線に関する性質から BE= 2，CE= 3を
求めれば，あとは容易いだろう。

(7) (i) (a + b + c)n の展開式の項数は 3種類の文字 a, b, cから重複を許して n個選ぶ組み合わせであるから，

n+3−1C3−1 = n+2C2

よって，(xy + x + y)11 の展開式の項数は

11+2C2 = 13C2 = 78

(ii) (xy + x + y)11 の一般項は
11!

p!q!r!
(xy)p

xqyr = 11!
p!q!r!

xp+qyp+r

と書ける。ただし p + q + r = 11, p >= 0, q >= 0, r >= 0である。 x3y10 となるのは
{

p + q = 3
p + r = 10

が成り立つときである。 q = 3 − p，r = 10 − p を p + q + r = 11 に代入すると p = 2
このとき q = 1, r = 8 となるため，x3y10 の係数は

11!
2!1!8!

= 495
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2

(1) 点 Oを原点とする xy 平面において，曲線 x2

132 + y2

82 = 1 (x > 0, y > 0) 上の点における接線と，x 軸，y

軸との交点をそれぞれ P，Qとする。△OPQ の面積の最小値は 34 35 36 であり，線分 PQ の長
さの最小値は 37 38 である。

(2) 関数 f (x) =
∫ 2−x2

1+4x

1 + t

t2 (2 + t)2 dt について，f (0) = 39
40 41

であり，f ′ (0) = − 42
43

であ

る。

(3) xyz 空間において，3点 (1, 0, 0)，(0, 1, 0)，(1, 0, 1) を頂点とする三角形の内部および周上の部分を z 軸

のまわりに 1回転してできる立体を K とする。K と平面 z = 2
3
の共通部分の面積は 44

45
π である。K

の体積は 46
47 48

π である。

解答
(1) 与えられた曲線（楕円の第一象限部分）を C とする。

C : x2

132 + y2

82 = 1 (x > 0, y > 0)

この曲線上の点 (x0, y0) における接線の方程式は次のように表される。

x0x

132 + y0y

82 = 1

この接線と x ，y 軸との交点をそれぞれ P，Qとすると P
(

132

x0
, 0

)
，Q

(
0,

82

y0

)
である。

よって，△OPQの面積 S は次のようになる。

S = 1
2

· 132

x0
· 82

y0
= 132 · 82

2x0y0

S が最小となるのは，分母の x0y0 が最大のときである。

(x0, y0) は楕円上の点なので x0
2

132 + y0
2

82 = 1 が成り立つ。
媒介変数 θ (0 < θ < π/2) を用いて x0 = 13 cos θ, y0 = 8 sin θ とおくと

x0y0 = 13 · 8 sin θ cos θ = 13 · 4 sin 2θ

したがって，2θ = π

2
⇐⇒ θ = π

4
のとき，x0y0 は最大値 13 · 4となるので，求める S の最小値は

132 · 82

2 · 13 · 4
= 104

また，線分 PQ の長さを L とすると

L2 =
(

132

x0

)2

+
(

82

y0

)2

= 134

x2
0

+ 84

y2
0

= 132

cos2 θ
+ 82

sin2 θ
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これを θ で微分して最小値を求める。f(θ) = 132

cos2 θ
+ 82

sin2 θ
とすると，

f ′(θ) = 2 · 132 sin θ

cos3 θ
− 2 · 82 cos θ

sin3 θ

= 2
(

132 sin4 θ − 82 cos4 θ

sin3 θ cos3 θ

)
f ′(θ) = 0 となるのは

132 sin4 θ = 82 cos4 θ

⇐⇒ tan4 θ = 82

132

⇐⇒ tan2 θ = 8
13

このときの θ の値を α とすると，増減表は以下のようになる。
θ (0) . . . α . . . ( π

2 )
f ′(θ) − 0 +
f(θ) ↘ 極小かつ最小 ↗

このとき，cos2 θ = 1
1 + tan2 θ

= 13
21

, sin2 θ = 8
21
である。

これを L2 に代入すると

L2 = 132

13/21
+ 82

8/21
= 13 · 21 + 8 · 21 = (13 + 8) · 21 = 212

よって，線分 PQ の長さの最小値は 21 である。

注釈
S の最小値については，相加平均と相乗平均の関係を用いてもよい。すなわち

x0
2

132 + y0
2

82
>= 2

√
x02

132 · y02

82 = 2x0y0

13 · 8

⇐⇒ 1 >=
2x0y0

104
⇐⇒ x0y0 <= 52

等号は x0
2

132 = y0
2

82 ⇐⇒ x0 = 13√
2

, y0 = 4
√

2のとき成立する。

したがって，x0y0 の最大値は 52 である。これを S の式に代入して

S = 169 · 64
104

= 169 · 8
13

= 13 · 8 = 104

したがって，面積 S の最小値は 104 である。
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また，Lについても

L =
√

132

cos2 θ
+ 82

sin2 θ

=

√
132

(
1 + tan2 θ

)
+ 82

(
1 + 1

tan2 θ

)

=

√
132 + 82 + 132 tan2 θ + 82

tan2 θ

>=

√√√√132 + 82 + 2

√
132 tan2 θ · 82

tan2 θ
(... 相加平均・相乗平均の関係)

=
√

132 + 82 + 2 · 13 · 8

=
√

(13 + 8)2

= 21

等号は 132 tan2 θ = 82

tan2 θ
⇐⇒ tan θ =

√
8
13
のときに成立する。

したがって，Lの最小値は 21である。

(2) 与えられた関数は以下の通りである。

f(x) =
∫ 2−x2

1+4x

1 + t

t2(2 + t)2 dt

x = 0 を代入すると

f(0) =
∫ 2

1

1 + t

t2(2 + t)2 dt

部分分数分解すると
1 + t

t2(2 + t)2 = 1
4

{
1
t2 − 1

(2 + t)2

}
となる。したがって

f(0) = 1
4

[
−1

t
+ 1

2 + t

]2

1

= 1
4

{(
−1

4

)
−

(
−2

3

)}
= 1

4
· 5

12
=

5
48

また，被積分関数を w(t) = 1 + t

t2(2 + t)2 とすると

f ′(x) = w(2 − x2) · (−2x) − w(1 + 4x) · 4

である。x = 0 を代入すると，
f ′(0) = −4 · w(1) = −4 · 1 + 1

12(2 + 1)2

= −4 · 2
9

= −
8
9
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(3) 3点 A(1, 0, 0), B(0, 1, 0), C(1, 0, 1) を頂点とする三角形を z 軸まわりに回転させる。
平面 z = k (0 <= k <= 1) における三角形の断面は，線分である。
ここで，高さ z = k における線分の両端の z 軸からの距離 r の最大値 rmax と最小値 rmin を求める。
辺 AC は x = 1, y = 0 上にあり，距離は常に 1 である。
辺 BC 上の点は実数 t を用いて −→

OB + t
−→
BC から (t, 1 − t, t)と表せるので，

z = k のとき，辺 BC 上の点は (k, 1 − k, k) であり，z 軸からの距離は
√

k2 + (1 − k)2 である。

また，z 軸から平面 ABCに下ろした垂線の長さは 1√
2
であり，その垂線の足が三角形 ABCの周および内部

に存在するのは 0 <= z <=
1
2
のときである。

以上より，
0 <= k <=

1
2
のとき，rmax = 1, rmin = 1√

2
1√
2

<= k <= 1のとき，rmax = 1, rmin =
√

k2 + (1 − k)2

よって，z = k での断面積 S(k) は，

0 <= k <=
1
2
のとき

S(k) = π

{
12 −

(
1√
2

)2
}

= 1
2

π

1
2

<= k <= 1のとき

S(k) = π
{

12 − (k2 + (1 − k)2)
}

= π{1 − (2k2 − 2k + 1)} = π(2k − 2k2)

k = 2
3
を代入すると

S

(
2
3

)
= π

(
2 · 2

3
− 2 · 4

9

)
=

4
9

π

また，求める体積 V は断面積 S(k)を 0 から 1 まで積分すればよいので

V =
∫ 1

0
S(k) dk

=
∫ 1

2

0

1
2

π dk + π

∫ 1

1
2

π(2k − 2k2) dk

= 1
4

π + π

[
k2 − 2

3
k3

]1

1
2

=
5

12
π
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講評
1［小問集合（数Ⅰ AⅡ B）］（やや易）：(1)データの分析，(2)確率，(3)数列，(4)三角関数，(5)指数方程式，(6)
平面図形，(7)タ項定理からの出題であった。昨年と同様，教科書レベルの問題が多く出題されている。ただし，(6)
の傍接円の半径は今年の愛知医科でも出題があり，差が付いたと思われる。

2 ［小問集合（数Ⅲ C）］（標準）：(1)楕円と三角関数の融合問題，(2)定積分で表された関数，(3)回転体の断面積
と体積からの出題であった。

昨年度に比べるとやや難化した。特に，大問 2で大きく差が付いたと思われる。大問１を確実に正解して，大問 2
で半分以上を取りたい。一次突破ボーダーは 75%程度か。

0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410
東京都渋谷区代々木 1-37-14

https://yms.ne.jp/

26年度解答速報はメルマガ登録または LINE 友だち追加で全科目を閲覧

メルマガ登録 LINE 登録


